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特別支援教育におけるICT活用 

NPO法人支援機器普及促進協会 
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Self-introduction



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部１年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




Topics



Moff Band



MaKey MaKey An Invention Kit for 
Everyone



MaBeee_Movie



Pechat | すべてのぬいぐるみを、おしゃべりに。



Smmy Screamer Motion Alarm



Autism Acceptance Month - Apple



WorldPenScan X 紹介動画



bouncy



FingerReader



Using Google Glass to Caption 
Conversations



Google Gesture



AT(Assistive Technology)



ATとは…

AT（アシスティブ・テクノロジー）＝障害
による物理的な操作上の困難や障害（バリ
ア）を、機器を工夫することによって支援
しようという考え方

（「教育の情報化に関する手引き」より）



AT(支援技術)
メガネ 補聴器

白杖 車椅子



40年ギャップ



ピアソン社（世界最大の教育関連企業）の主席教育顧問　マイケツ・ハー
バーさんは「40年ギャップ説」を唱えています 

「どの時代をベースに教育政策を考えるか」について、人によって40年
のギャップがあり、それが大きな問題だという説です 

つまり 

①本来ならば生徒が社会に出て活躍する20年後を見据えて、教育のある
べき姿を考える必要がある 

にもかかわらず 

②現場の教師は今しか見えていない 

さらに両親は 

③自分たちが受けた教育（20年前）をベースに考える 
という意味です 



Read、Write、calculate、store、guess   =  convenience

読む、書く、計算する、記憶する、推測する は、 
コンビニエンス(便利)

デジタルネイティブ世代の子供たち 
あれば(出来れば)便利 =(でも) 無くても(出来なくても)良い



読む          
    
書く         

計算する   

記憶する   
      
推測する  

情報のインプット

情報のアウトプット

情報の処理

情報の蓄積

情報の応用

そもそも何の為の行為 



読めない          
        
書けない          
        
計算出来ない    
         
記憶する          
         
推測できない   

出来なくたって良いんじゃない 
読む、書く…は所詮便利なツールです 
でも、みんなにはICTがあります 

3D、見える化(マインドマップ)

音声読み上げ
英語の文献 ⇨ Google翻訳

キーボード、音声入力
字が汚い ⇨  Word

電卓
割り勘の計算 ⇨  スマホ電卓

画像、音声、
電話番号 ⇨  連絡帳



タブレットである必然性 

携帯性 
操作性 
手書認識 
音声認識 
音声出力 

カメラ＆パソコン 
・・・





代替
ICTは単に代替手段として扱われ、活動に般化はない



代替
ICTは単に代替手段として扱われ、活動に般化はない



All in One 
操作性

Point



増強
ICTは単に代替手段として扱われるが、活動に変化がある



本日は 
ここまで



Accessibility



ズーム機能



ズーム機能



スピーチ



スピーチ



アクセスガイド



アクセスガイド



Exercise

Substitution（代替）

ICTは単に代替手段として扱われ、活動に変化はない



教師が使う



一番の基本は
カメラから…

デジカメには無
いような機能も
簡単操作で利用
できます。



ディスクを入れ
替える必要もあ
りませんね

文字がよめなく
てもアルバムアー
トワーク（画像）
で選択ができま
す。



マップ
乗換案内もマッ
プ上で簡単検索
できます。
外出先でも便利

GoogleMapであ
ればストリート
ビューモードで
校外学習の事前
事後学習にも便
利です













子ども達が使う





















Exercise

Augmentation（増強）
ICTは単に代替手段として扱われるが、活動に変化がある



教師が使う



メモ
探したい内容を
すぐに検索でき
ます。

写真や手書きも
貼り付け可能



リマインダー
時間や場所でア
ラームを鳴らせ
ます。

本人以外も予定
登録の可能



写真
編集機能を使え
ば、トリミング・
色編集だけでな
く、手書きやテ
キスト入力の可
能です。





























子ども達が使う

































Summary



タブレットである必然性 

携帯性⇒どこでもいつでも出来る 
操作性⇒こどもが出来る 
手書認識⇒書けなくても 
音声認識⇒書くなくても 
音声出力⇒読めなくても 

カメラ＆パソコン＆アプリ⇒簡単！ 
・・・



カメラ機能などを使用するにあたって 

著作権、肖像権には 
充分な注意が必要です。 
児童生徒が利用する際にも 

情報リテラシーの学習を並行して 
行うことが生活の中で利用していく 

為にも大切です。



Reference book











「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　　中邑 賢龍



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・スマー
トフォン等の情報端末の活用が障害を持
つ子どもたちの生活や学習支援に役立つ
ことを目指し2009年6月から「あきちゃ
んの魔法のポケットプロジェクト」をス
タートしました。 

https://maho-prj.org

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



http://npo-atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

